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Ⅰ．自己査定と償却・引当について

1．自己査定について

三井住友銀行は、金融庁の金融検査マニュアルおよび日

本公認会計士協会の実務指針等を踏まえた自己査定基準に

基づき、厳格な自己査定を行っています。この自己査定手

続きは、与信先の債務履行の確実性を示す指標である債務

者格付の下位格付決定プロセスとして位置付けており、自

己査定の債務者区分と格付体系は整合させています。

資産の健全性を確保し、適正な償却・引当を行うための

準備作業である自己査定は、保有する資産を個別に検討し

てその安全性・確実性を判定するものです。具体的には、

各取引先の状況に応じて｢正常先｣｢要注意先｣｢破綻懸念先｣

｢実質破綻先｣｢破綻先｣の 5つの債務者区分に分け、さらに

各取引先の担保・保証条件等を勘案して、債権回収の危険

性または価値毀損の危険性の度合いに応じてⅠ～Ⅳの区分

に分類しています。また、三井住友フィナンシャルグループ

全体のリスク管理を強化する観点から、連結対象各社にお

いても、原則として三井住友銀行と同様に自己査定を実施

しています。

2．償却･引当について

償却とは、債権が回収不能となった場合、または債権が

回収不能と見込まれる場合に、その債権について会計上損

失処理を行うことです。償却には、回収不能額をバランス

シートの資産項目から引き落とし損失処理を行う｢直接償

却｣と回収不能見込額を資産の控除項目の貸倒引当金に計

上することにより損失処理を行う｢間接償却｣があり、この

間接償却のことを一般的に引当処理と言っています。

三井住友銀行は自己査定に基づいて決定された債務者区

分ごとに償却・引当基準を定めており、その手続きの概要

は下記のとおりとなっています。また、三井住友フィナン

シャルグループ全体のリスク管理を強化する観点から、連

結対象各社においても原則として三井住友銀行と同様な償

却・引当基準を採用しています。

三井住友銀行は、平成17年度を｢中期経営計画｣の初年度として、｢確固たる収益水準の確保｣を実現すべく取り組んでいます。

クレジットコストについては、平成 16年度において｢バランスシートのクリーンアップの総仕上げ｣を果たし、平成 17年度以降の

巡航速度化を展望していますが、平成17年9月期のクレジットコストは、前年同期比3,261億円減少し、1,297億円となりました。

なお、金融再生法に基づく不良債権残高は 1兆 4,060億円、不良債権比率は 2.5％となりました。今後も、不良債権処理の過程で蓄

積したノウハウを、業務推進に積極的に活用し、企業再生・事業再編等、新たなビジネスへの取り組みを強化していきます。

不良債権の現状

債務者区分定義

正常先 業況良好かつ財務内容に特段の問題がないと認め
られる債務者

要注意先 今後の管理に注意を要する債務者

破綻懸念先 今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められ
る債務者

実質破綻先 法的・形式的な経営破綻の事実は発生していないも
のの実質的に経営破綻に陥っている債務者

破綻先 法的・形式的な経営破綻の事実が発生している債
務者

分類定義

I分類 回収の危険性または価値の毀損の危険性に問題
（非分類） がない資産

II分類 回収について通常の度合いを超える危険を含むと
認められる債権等の資産

III分類 最終的な回収可能性または価値について重大な懸
念があり、損失の発生の可能性が高い資産

IV分類 回収不能または無価値と判定される資産

償却・引当基準

正常先 格付ごとに過去の倒産確率に基づき
今後 1年間の予想損失額を一般貸倒
引当金（注1）に計上

要注意先 貸倒リスクに応じてグループ分け *
を行い、グループごとに過去の倒産
確率に基づき、将来の予想損失額を
一般貸倒引当金（注1）に計上。また、
大口要管理先を主体として DCF法
的手法も導入。
* グループ分けは、「要管理先債権」と「その他
の要注意先債権」に区分し、後者をさらに
財務内容や与信状況等を勘案して細分化。

破綻懸念先 個々の債務者ごとに分類された III分
類（担保・保証等により回収が見込ま
れる部分以外）のうち必要額を算定
し個別貸倒引当金（注 2）を計上。な
お、大口先で、かつ、合理的なキャッ
シュフローの見積りが可能な先を主
体としてDCF法的手法も導入。

破綻先・実質破綻先 個々の債務者ごとに分類された IV分
類（回収不能または無価値と判定さ
れる部分）の全額を原則直接償却し、
III分類の全額について個別貸倒引当
金（注2）を計上

（注1）一般貸倒引当金 貸金等債権を個別に特定せず、貸出
債権一般に内在する回収不能リスク
に対する引当を行うもの

（注2）個別貸倒引当金 その全部または一部につき回収の見込
みがないと認められる債権（個別に評
価する債権）に対する引当を行うもの
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Ⅱ．不良債権処理額について

不良債権処理額はクレジットコストとも言いますが、こ

れは引当処理の場合は貸倒引当金の追加繰入額、最終処理

の場合は回収不能額から既引当済みの金額を差し引いたも

のになります。

平成17年9月期の不良債権処理額は下表のとおりとなっ

ています。

平成 17年度以降のクレジットコストの確実な“巡航速

度化”を果たすべく、昨年度までに不良債権残高の圧縮を

積極的に進めたほか、引当強化を図るなど将来的なリスク

への対応力も強化し、不良債権問題からの確実な脱却を図

りました。その結果、三井住友銀行単体の不良債権処理額

は前年同期比3,261億円減少し、1,297億円となりました。

不良債権処理額 1,540
貸出金償却 168
個別貸倒引当金繰入額 1,227
貸出債権売却損等 147
特定海外債権引当勘定繰入額 △2

一般貸倒引当金繰入額 △243

合計（与信関係費用） 1,297

貸倒引当金残高 7,721

部分直接償却（直接減額）実施額 11,130

■平成17年9月期の処理実績（三井住友銀行単体）
（単位：億円）

三井住友銀行単体 三井住友フィナンシャルグループ連結

貸倒引当金　合計 7,721 10,372
一般貸倒引当金 3,932 5,974
個別貸倒引当金 3,752 4,361
特定海外債権引当勘定 37 37

■引当金残高 （単位：億円）

与信関係費用（連結損益計算書ベース） 1,765

貸倒引当金残高 10,372

部分直接償却（直接減額）実施額 13,676

■平成17年9月期の処理実績（三井住友フィナンシャルグループ連結） （単位：億円）
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※ディスカウント・キャッシュフロー法的手法とは

三井住友銀行は要管理先・破綻懸念先の大口先を主体と

して、ディスカウント・キャッシュフロー（割引現在価値＝

DCF）法的手法を採用しております。DCF法とは、債権の

元本の回収および利息の受け取りにかかるキャッシュフロー

を合理的に見積もることができる債権について、｢当該キャッ

シュフローを当初の約定利率、または取得当初の実効利子

率で割り引いた金額｣ と ｢債権の帳簿価格｣との差額を貸

倒引当金とする方法のことを言いますが、このDCF法は、

より個別性が高いという点において優れた手法である一

方、その引当金額は、債務者の再建計画等に基づいた将来

キャッシュフローの見積りのほか、割引率や倒産確率等、

DCF法を採用するうえでの基礎数値に左右されることか

ら、三井住友銀行では、その時点における最善の見積りを

行うよう努めています。
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Ⅲ．不良債権の開示とオフバランス化の進捗について

1．不良債権開示の概念について

不良債権とは、銀行が保有する貸出金等の債権のうち、

元本または利息の回収に懸念があるものを指します。不良

債権の開示にあたっては、銀行法に基づくもの（リスク管

理債権）と金融機能の再生のための緊急措置に関する法律

に基づくもの（金融再生法開示債権）があり、自己査定に基づ

いて決定された債務者区分にしたがって開示区分が決定さ

れます。金融再生法の開示区分概要およびリスク管理債権

と金融再生法開示債権の相違点は下表のようになっています。

2．不良債権開示額実績について

平成17年9月期の金融再生法開示債権とリスク管理債権

は次頁のようになっています。平成 17年度は、平成 18年

3月末の金融再生法に基づく開示債権残高 1兆円強、不良

債権比率 2％強を最低限の目標として、さらなる削減に取

り組んでいますが、その結果、三井住友銀行の平成17年9

月末の不良債権残高は、1兆 4,060億円となり、平成 17年

3月末比4,186億円の削減を行いました。

なお、不良債権比率は、平成 17年 3月末比 0.8％減少

し、2.5％となっています。

開示債権の区分の概要

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 自己査定において破綻先および実質破綻先として区分された債務者に対する債権額のうち、
回収不能または無価値と判定された部分（IV分類額）を直接償却した残額です。このうち、III
分類額については全額引当をしていますので、これを除いた部分は、担保・保証等により回収
が可能な債権となります。

危険債権 自己査定において破綻懸念先として区分された債務者に対する債権額です。担保・保証等によ
り回収が見込まれる部分以外を III分類とし、個別に必要な金額について個別貸倒引当金を計
上しています。

要管理債権 自己査定における要注意先債権の一部で、3カ月以上延滞の状態にあるか、もしくは貸出条件
の緩和を行っている債権です。

正常債権 期末時点の貸出金、貸付有価証券、外国為替、未収利息、仮払金および支払承諾見返の合計
額のうち、上記の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」および「要管理債権」
に該当しない債権に相当します。

自己査定における 
債務者区分 

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

破綻先 

金融再生法に基づく開示債権 リスク管理債権 

貸出金 

破綻先債権 

延滞債権 

3カ月以上延滞債権 

貸出条件緩和債権 

貸出金 

要管理債権 

危険債権 

（正常債権） 

その他の 
債権 

その他の 
債権 

要注意先 

正常先 

実質破綻先 

破綻懸念先 

○ C

○ C○ B○ A

金融再生法に基づく開示債権とリスク管理債権の関係について

リスク管理債権は、貸出金以外

の貸付有価証券、外国為替、未収

利息、仮払金および支払承諾見返

が開示対象に含まれないという点

を除き、金融再生法に基づく開示

債権と一致しています。なお、未

収利息については、自己査定にお

ける債務者区分が｢破綻先｣｢実質

破綻先｣｢破綻懸念先｣である場合、

原則として｢不計上｣としています

ので、金融再生法に基づく開示債

権において開示される未収利息は

ありません。
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三井住友銀行単体 平成17年3月末比 三井住友フィナンシャルグループ連結

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 3,017 △1,466 3,941
危険債権 7,238 △2,006 8,301
要管理債権 3,805 △714 6,221

小計 14,060 △4,186 18,463

正常債権 549,707 ＋15,182 591,451

合計 563,767 ＋10,996 609,914

部分直接償却（直接減額）実施額 11,130 13,676

■金融再生法に基づく開示債権

（注1）部分直接償却（直接減額）11,130億円を含みます｡
（注2）金融再生法開示対象外のオンバランス･オフバランス資産に対する引当

が一部含まれています｡
（破綻先・実質破綻先57億円、破綻懸念先80億円）

（注3）｢破綻先｣、｢実質破綻先」、｢破綻懸念先｣、｢要管理先債権｣および｢要注意
先債権（要管理先債権を含む）｣は、担保・保証等により回収可能部分の
金額を除いた残額に対する引当率を示しています。

（注4） ｢正常先債権｣および｢要管理先債権以外の要注意先債権｣は、債権額に対
する引当率を示しています。
ただし、｢要管理先債権以外の要注意先債権｣について、［ ］内に、担
保・保証等により回収可能部分の金額を除いた残額に対する引当率を示
しています。

（注5）担保・保証等により回収可能部分の金額を除いた額に対する引当率を示
しています。

自己査定の 
債務者区分 

金融再生法に基づく開示債権 

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

自己査定における分類区分 
引当金残高 

破綻先 

実質破綻先 

破綻懸念先 

要注意先 

正常先 

非分類 II分類 III分類 
引当率 

危険債権 

担保・保証等により 
回収可能部分 全額引当 

必要額 
を引当 

正常先債権 

特定海外債権引当勘定 

貸倒引当金　計 

○個別貸倒引当金+要管理債権 
に対する一般貸倒引当金 

要管理債権 

（要管理先債権） 

要管理債権中の保全部分 要管理債権に対する 
一般貸倒引当金1,1871,583（○） 

要管理先債権以外の 
要注意先債権 

不良債権比率（○ / ④） 
2.5%

全額償却 
（注1） 個

別
貸
倒
引
当
金 

一
般
貸
倒
引
当
金 

213 
（注2） 

52.6%
  （注3） 

引当率 
（注5） 

（○ / ○） 
78.1% 
 

100%
（注3） 

89.8%
（注3） 

4.7% 
[10.1%] 
（注4） 

19.0%
（注3） 

0.2% 
（注4） 

3,539
（注2） 

3,932

37

4,939

7,721

3,017（①） 

7,238（②） 

3,805（③） 

正常債権 

549,707

総計 

563,767（④） 

○=①+②+③ 

14,060

2,861（○） 

担保・保証等により 
回収可能部分 

3,295（○） ロ 

156

3,943

○担保・保証等により回収可能部分 
（○+○+○）                  7,739イ ハ ロ 

C

保全率　（（○+○）/ ○ ） B C A

 ○左記以外 
 （○–○） 
D

A C 6,321

90.2%

IV分類 

（単位：億円）
■自己査定、開示および償却・引当との関係（三井住友銀行単体） 

ハ 

イ 

B D

A

B
A

（単位：億円）

三井住友銀行単体 平成17年3月末比 三井住友フィナンシャルグループ連結

破綻先債権 722 ＋263 897
延滞債権 8,989 △3,392 10,847
3カ月以上延滞債権 513 ＋244 538
貸出条件緩和債権 3,292 △957 5,603

合計 13,516 △3,842 17,885

部分直接償却（直接減額）実施額 10,916 13,169

■リスク管理債権 （単位：億円）
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3．オフバランス化の進捗状況について

不良債権のオフバランス化とは不良債権の最終処理とも

言い、売却や直接償却等の手続きにより銀行のバランス

シートから不良債権を落とすことを指します。

三井住友銀行では、平成 17年 9月期においても引き続

きオフバランス化に注力し、6,623億円のオフバランス化

を実施しました。

■開示債権の業種別構成（三井住友銀行単体）

金融再生法に基づく開示債権（除く正常債権） （構成比） リスク管理債権 （構成比）

国内 13,740 (100.0%) 13,249 (100.0%)
製造業 790 (5.7%) 754 (5.7%)
農業、林業、漁業及び鉱業 32 (0.2%) 32 (0.3%)
建設業 1,491 (10.9%) 1,193 (9.0%)
運輸、情報通信、公益事業 382 (2.8%) 356 (2.7%)
卸売・小売業 1,399 (10.2%) 1,368 (10.3%)
金融・保険業 452 (3.3%) 439 (3.3%)
不動産業 4,568 (33.2%) 4,518 (34.1%)
各種サービス業 3,584 (26.1%) 3,567 (26.9%)
地方公共団体 — (—) — (—)
その他 1,042 (7.6%) 1,022 (7.7%)

海外 320 267
政府等 1 1
金融機関 — —
商工業 319 266
その他 — —

国内・海外　合計 14,060 13,516

（単位：億円）

（注）「国内」は国内店（特別国際金融取引勘定を除く）の合計です。「海外」は海外店（特別国際金融取引勘定を含む）の合計です。

4．開示債権の地域別構成と業種別構成について

■開示債権の地域別構成（三井住友銀行単体）

金融再生法に基づく開示債権（除く正常債権） （構成比） リスク管理債権 （構成比）

国内 13,740 (97.7%) 13,249 (98.0%)

海外 320 (2.3%) 267 (2.0%)
アジア 123 (0.9%) 96 (0.7%)
インドネシア 50 (0.4%) 50 (0.4%)
香港 1 (0.0%) 1 (0.0%)
インド 2 (0.0%) 2 (0.0%)
中国 — (—) — (—)
その他 70 (0.5%) 43 (0.3%)

北米 188 (1.3%) 162 (1.2%)
中南米 4 (0.0%) 4 (0.0%)
西欧 5 (0.1%) 5 (0.1%)
東欧 — (—) — (—)

国内・海外　合計 14,060 (100.0%) 13,516 (100.0%)

（単位：億円）

（注）「国内」は国内店（特別国際金融取引勘定を除く）の合計です。「海外」は海外店（特別国際金融取引勘定を含む）の合計です。
債務者所在国を基準に集計しています。

（単位：億円）
平成16年3月末 平成16年度 平成17年3月末 平成17年度上期 平成17年9月末

① 新規発生額 オフバランス化額 ② 新規発生額 オフバランス化額 ③

破産更生等債権 3,616 3,119 △2,252 4,483 387 △1,853 3,017
危険債権 12,027 12,589 △15,372 9,244 2,764 △4,770 7,238
合計 15,643 15,708 △17,624 13,727 3,151 △6,623 10,255

増減（②－①） 増減（③－②）

破産更生等債権 867 △1,466
危険債権 △2,783 △2,006
合計 △1,916 △3,472

■オフバランス化の実績（三井住友銀行単体）

三井住友フィナンシャルグループ26




